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神奈川県
かながわけん

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

改定
かいてい

素案
そあん

からの変更点
へんこうてん

について 

Ｐ 改定案
かいていあん

 第
だい

32回
かい

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい

資料
しりょう

（11月
がつ

時点
じてん

） 意見等
いけんとう

 

１ 基本
きほん

理念等
りねんとう

 

 (2) 趣旨
しゅし

及
およ

び経過
けいか

 

１ 障
しょう

がい者
しゃ

＊１及
およ

び障
しょう

がい児
じ

＊２（以下
い か

「障
しょう

がい者
しゃ

」という。） 

※ 用語
ようご

の注 釈
ちゅうしゃく

を追加
ついか

し、障
しょう

がい者
しゃ

に難病
なんびょう

患者等
かんじゃとう

が含
ふく

まれ

ることを記載
きさい

 

障
しょう

がい者
しゃ

（障
しょう

がい児
じ

を含
ふく

む。以下
い か

同
おな

じ。） パブコメ１ 

１ このたび、第
だい

５期
き

神奈川県
かながわけん

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

（以下
い か

「第
だい

５期
き

計画
けいかく

」という。）までの実績
じっせき

や課題
かだい

を踏
ふ

まえ、今回
こんかい

の改定
かいてい

に当
あ

たり

示
しめ

された国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

（令和
れいわ

２年
ねん

厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

告示
こくじ

第
だい

213号
ごう

）の

内容
ないよう

に即
そく

し、県民
けんみん

の皆様
みなさま

の御意見
ご い け ん

を伺
うかが

いながら、第
だい

６期
き

神奈川県
かながわけん

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

（以下
い か

「第
だい

６期
き

計画
けいかく

」という。）を策定
さくてい

します。 

このたび、第
だい

５期
き

神奈川県
かながわけん

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

（以下
い か

「第
だい

５期
き

計画
けいかく

」という。）までの実績
じっせき

や課題
かだい

を踏
ふ

まえ、今回
こんかい

の改定
かいてい

に当
あ

たり

示
しめ

された国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

（令和
れいわ

２年
ねん

厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

告示
こくじ

第
だい

213 号
ごう

）の

内容
ないよう

に即
そく

し、第
だい

６期
き

神奈川県
かながわけん

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

（以下
い か

「第
だい

６期
き

計画
けいかく

」という。）を策定
さくてい

します。 

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい

 

(5) 基本
きほん

理念
りねん

 

２ 「ひとりひとりを大切
たいせつ

にする」ということは、障
しょう

がい者
しゃ

ひとり

ひとりの望
のぞ

みや願
ねが

いに沿
そ

って、自分
じぶん

の生活
せいかつ

や生
い

き方
かた

を「自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

」できるようサポートし、障
しょう

がい者
しゃ

が必要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けながら、その人
ひと

らしく暮
く

らすことを意味
い み

します。それは、

当事者
とうじしゃ

の幸
しあわ

せとともに、支援者
しえんしゃ

や周
まわ

りの仲間
なかま

の喜
よろこ

びにもつながり

ます。 

「ひとりひとりを大切
たいせつ

にする」ということは、障
しょう

がい者
しゃ

ひとり

ひとりの望
のぞ

みや願
ねが

いに沿
そ

って、自分
じぶん

の生活
せいかつ

や生
い

き方
かた

を「自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

」できるようサポートし、障
しょう

がい者
しゃ

が、自助
じじょ

・

互助
ごじょ

・共助
きょうじょ

・公助
こうすけ

による地域
ちいき

生活
せいかつ

の支援
しえん

を受
う

けながら、その人
ひと

ら

しく暮
く

らすことを意味
い み

します。それは、当事者
とうじしゃ

の幸
しあわ

せとともに、

支援者
しえんしゃ

や周
まわ

りの仲間
なかま

の喜
よろこ

びにもつながります。 

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい

 

 

 



(6) 基本
きほん

方針
ほうしん

 

２ 県
けん

は、障
しょう

がい者
しゃ

の自立
じりつ

を「障
しょう

がい者
しゃ

が、自
みずか

らの考
かんが

えと判断
はんだん

により、地域
ちいき

社会
しゃかい

の中
なか

で主体的
しゅたいてき

に生
い

き、自己
じ こ

実現
じつげん

を図
はか

っていくこ

と」と考
かんが

えています。 

そのためには、乳幼児期
にゅうようじき

から成人
せいじん

・高齢期
こうれいき

にいたるまで、障
しょう

が

い者
しゃ

のライフステージに応
おう

じた切
き

れ目
め

のない支援
しえん

を実現
じつげん

することが

必要
ひつよう

です。 

障
しょう

がい者
しゃ

が、自分
じぶん

の生活
せいかつ

や生
い

き方
かた

を「自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

」

し、地域
ちいき

社会
しゃかい

の中
なか

でその人
ひと

らしく暮
く

らすためには、乳幼児期
にゅうようじき

から

成人
せいじん

・高齢期
こうれいき

にいたるまで、障
しょう

がい者
しゃ

のライフステージに応
おう

じた

切
き

れ目
め

のない支援
しえん

を実現
じつげん

することが必要
ひつよう

です。 

パブコメ２ 

 (7) 基本的
きほんてき

な視点
してん

 

４ 県
けん

は、「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

の実践
じっせん

」を基本
きほん

方針
ほうしん

として、各種
かくしゅ

の

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の提供
ていきょう

や障
しょう

がい者
しゃ

への支援
しえん

を充実
じゅうじつ

させて

いきます。また、法人
ほうじん

や事業者
じぎょうしゃ

がそれぞれの強
つよ

みを生
い

かして、

地域
ちいき

における重度障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

の支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

できるよう促進
そくしん

して

いきます。 

さらに、障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

は「終
つい

の棲家
すみか

」ではなく、障
しょう

がい者
しゃ

が仲間
なかま

や地域
ちいき

の人
ひと

たちとのつながりの中
なか

で暮
く

らしていけるよう、

一緒
いっしょ

に考
かんが

え、準備
じゅんび

していく場
ば

であり、こうした視点
してん

をもって、

地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

に取
と

り組
く

んでいきます。 

 

 

 

 

県
けん

は、「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

の実践
じっせん

」を基本
きほん

方針
ほうしん

として、各種
かくしゅ

の

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の提供
ていきょう

や障
しょう

がい者
しゃ

への支援
しえん

を充実
じゅうじつ

させて

いきます。 

 

とりわけ、障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

は「終
つい

の棲家
すみか

」ではなく、障
しょう

がい

者
しゃ

が地域
ちいき

の仲間
なかま

たちとのつながりの中
なか

で暮
く

らしていけるよう、

一緒
いっしょ

に考
かんが

え、準備
じゅんび

していく場
ば

であり、こうした視点
してん

をもって、

地域
ちいき

移行
いこう

に取
と

り組
く

んでいきます。 

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい

 

 

 



イ 地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

及
およ

び地域
ちいき

生活
せいかつ

の継続
けいぞく

に向
む

けた支援
しえん

 

４ (ｱ) 地域
ちいき

資源
しげん

の充実
じゅうじつ

 

県
けん

では、「施設
しせつ

・病院
びょういん

から地域
ちいき

へ」の考
かんが

え方
かた

のもとに、

訪問系
ほうもんけい

サービスや日中
にっちゅう

活動系
かつどうけい

サービス、地域
ちいき

における居住
きょじゅう

の

場
ば

としてのグループホーム等
とう

の充実
じゅうじつ

や、自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

、地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

及
およ

び地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援等
しえんとう

に対
たい

し支援
しえん

するとともに、

広域的
こういきてき

・専門的
せんもんてき

な観点
かんてん

から人材
じんざい

の養成
ようせい

を行
おこな

い、地域
ちいき

資源
しげん

の

充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

(ｱ) 地域
ちいき

資源
しげん

の充実
じゅうじつ

 

県
けん

では、「施設
しせつ

・病院
びょういん

から地域
ちいき

へ」の考
かんが

え方
かた

のもとに、

訪問系
ほうもんけい

サービスや日中
にっちゅう

活動系
かつどうけい

サービス、地域
ちいき

における居住
きょじゅう

の

場
ば

としてのグループホーム等
とう

の充実
じゅうじつ

や、自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

、地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

及
およ

び地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

、自立
じりつ

訓練
くんれん

事業等
じぎょうとう

に対
たい

し支援
しえん

する

とともに、広域的
こういきてき

・専門的
せんもんてき

な観点
かんてん

から人材
じんざい

の養成
ようせい

を行
おこな

い、

地域
ちいき

資源
しげん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

(日中
にっちゅう

活動系
かつどうけい

サー

ビスと記載
きさい

が重複
じゅうふく

する

ため削除
さくじょ

) 

５ (ｲ) 障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

における「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」の実践
じっせん

 

そこで、今後
こんご

、障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

は住
す

まいの場
ば

を提供
ていきょう

するだ

けではなく、本人
ほんにん

の意思
い し

に応
おう

じて地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

に向
む

けた

支援
しえん

を一層
いっそう

進
すす

めるとともに、入所者
にゅうしょしゃ

が地域
ちいき

生活
せいかつ

を体験
たいけん

できる

機会
きかい

を増
ふ

やすため、地域
ちいき

の事業所
じぎょうしょ

や、自治体等
じちたいとう

の地域
ちいき

コミュニテ

ィとの連携
れんけい

を強
つよ

めた施設
しせつ

とすることを求
もと

めていきます。 

（中 略
ちゅうりゃく

） 

地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

した障
しょう

がい者
しゃ

を支
ささ

えるため、また、県立
けんりつ

施設
しせつ

が「通過型
つうかかた

施設
しせつ

」としての役割
やくわり

を果
は

たすためには、施設
しせつ

だけでは

限界
げんかい

があり、地域
ちいき

における複数
ふくすう

の事業所
じぎょうしょ

や、自治体等
じちたいとう

の地域
ちいき

コ

ミュニティと連携
れんけい

した取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。 

(ｲ) 障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

における「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」の実践
じっせん

 

そこで、今後
こんご

、障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

は住
す

まいの場
ば

を提供
ていきょう

するだ

けではなく、本人
ほんにん

の意思
い し

に応
おう

じて地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

に向
む

けた

支援
しえん

を一層
いっそう

進
すす

めるとともに、入所者
にゅうしょしゃ

が地域
ちいき

生活
せいかつ

を体験
たいけん

できる

機会
きかい

を増
ふ

やすため、地域
ちいき

の事業所等
じぎょうしょとう

との連携
れんけい

を強
つよ

めた施設
しせつ

とす

ることを求
もと

めていきます。 

（中 略
ちゅうりゃく

） 

地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

した障
しょう

がい者
しゃ

を支
ささ

えるため、また、県立
けんりつ

施設
しせつ

が「通過型
つうかかた

施設
しせつ

」としての役割
やくわり

を果
は

たすためには、施設
しせつ

だけでは

限界
げんかい

があり、地域
ちいき

における複数
ふくすう

の事業所
じぎょうしょ

と連携
れんけい

した取組
とりくみ

を進
すす

め

ていきます。 

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい

 

 

 

 

 



ウ 障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支
ささ

える支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

５ (ｱ) ライフステージに沿
そ

った支援
しえん

の促進
そくしん

 

障
しょう

がい者
しゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するため、障
しょう

がいの

種別等
しゅべつとう

に応
おう

じ、保健
ほけん

、医療
いりょう

、保育
ほいく

、教育
きょういく

、就労
しゅうろう

のほか、

親元
おやもと

・家族
かぞく

からの自立等
じりつとう

を含
ふく

めた、障
しょう

がい者
しゃ

のライフステージ

に沿
そ

った様々
さまざま

な生活上
せいかつじょう

の課題
かだい

やニーズに対応
たいおう

する支援
しえん

体制
たいせい

の

整備
せいび

に取
と

り組
く

みます。 

(ｱ) ライフステージに沿
そ

った支援
しえん

の促進
そくしん

 

障
しょう

がい者
しゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するため、ライフステージ

に沿
そ

った様々
さまざま

な生活上
せいかつじょう

の課題
かだい

やニーズに対応
たいおう

した支援
しえん

体制
たいせい

の

整備
せいび

に取
と

り組
く

みます。 

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい

 

５ (ｲ) 障
しょう

がい特性等
とくせいとう

に配慮
はいりょ

した支援
しえん

 

障
しょう

がい者
しゃ

の性別
せいべつ

や年齢
ねんれい

、障
しょう

がいの状態
じょうたい

（障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

が定
さだ

める難病等
なんびょうとう

を含
ふく

む。）、障
しょう

がいの特性
とくせい

、生活
せいかつ

の

実態等
じったいとう

に応
おう

じた個別的
こべつてき

な支援
しえん

の必要性
ひつようせい

を踏
ふ

まえて、その人
ひと

が

日常
にちじょう

生活
せいかつ

で直面
ちょくめん

している「生
い

きにくさ・暮
く

らしにくさ」の点
てん

から、必要
ひつよう

な人
ひと

に必要
ひつよう

なサービスが行
ゆ

き届
とど

くようにしていきま

す。 

(ｲ) 障
しょう

がい特性等
とくせいとう

に配慮
はいりょ

した支援
しえん

 

  障
しょう

がい者等
しゃとう

の性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

、障
しょう

がいの状態
じょうたい

（障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

が定
さだ

める難病等
なんびょうとう

を含
ふく

む。）、生活
せいかつ

の実態等
じったいとう

に応
おう

じた

個別的
こべつてき

な支援
しえん

の必要性
ひつようせい

を踏
ふ

まえて、その人
ひと

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

で直面
ちょくめん

している「生
い

きにくさ・暮
く

らしにくさ」の点
てん

から、必要
ひつよう

な人
ひと

に

必要
ひつよう

なサービスが行
ゆ

き届
とど

くようにしていきます。 

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい

 

６ (ｴ) 障
しょう

がい児支援
じ し え ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

 

障
しょう

がい児支援
じ し え ん

に当
あ

たっては、障
しょう

がい児本人
じほんにん

の最善
さいぜん

の利益
りえき

を

考慮
こうりょ

しながら、障
しょう

がい児一人
じ ひ と り

ひとりに応
おう

じて支援
しえん

を進
すす

めていく

ことが必要
ひつよう

です。このため、障
しょう

がい児
じ

及
およ

びその家族
かぞく

に対
たい

し、

早期
そうき

から、身近
みじか

な地域
ちいき

で専門的
せんもんてき

かつ質
しつ

の高
たか

い支援
しえん

が提供
ていきょう

できる

ように、市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

し、地域
ちいき

における支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

してい

きます。 

(ｴ) 障
しょう

がい児支援
じ し え ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

 

障
しょう

がい児支援
じ し え ん

に当
あ

たっては、障
しょう

がい児本人
じほんにん

の最善
さいぜん

の利益
りえき

を

考慮
こうりょ

しながら、障
しょう

がい児
じ

の健
すこ

やかな育成
いくせい

を支援
しえん

することが必要
ひつよう

です。このため、障
しょう

がい児
じ

及
およ

びその家族
かぞく

に対
たい

し、障
しょう

がいの疑
うたが

いがある段階
だんかい

から、身近
みじか

な地域
ちいき

で専門的
せんもんてき

かつ質
しつ

の高
たか

い支援
しえん

が

提供
ていきょう

できるように、市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

し、地域
ちいき

における支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

していきます。 

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい

 



６ (ｵ) 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

への包括的
ほうかつてき

な支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

 

令和
れいわ

３年
ねん

９月
がつ

に「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

及
およ

びその家族
かぞく

に対
たい

する支援
しえん

に

関
かん

する法律
ほうりつ

」（令和
れいわ

３年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

81号
ごう

）が施行
せこう

されたことを踏
ふ

ま

え、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

及
およ

びその家族
かぞく

が個々
こ こ

の医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

の

心身
しんしん

の状 況 等
じょうきょうとう

に応
おう

じた適切
てきせつ

な支援
しえん

を受
う

けられるよう、

「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

センター」の設置
せっち

など法
ほう

で規定
きてい

された施策
せさく

を

実施
じっし

していきます。 

(ｵ) 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

への包括的
ほうかつてき

な支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

 

令和
れいわ

３年
ねん

９月
がつ

に「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

及
およ

びその家族
かぞく

に対
たい

する支援
しえん

に

関
かん

する法律
ほうりつ

」（令和
れいわ

３年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

81 号
ごう

）が施行
せこう

されたことを踏
ふ

ま

え、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

及
およ

びその家族
かぞく

が個々
こ こ

の医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

の

心身
しんしん

の状 況 等
じょうきょうとう

に応
おう

じた適切
てきせつ

な支援
しえん

を受
う

けられるよう、

「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

センター」の設置
せっち

など法
ほう

で規定
きてい

された施策
せさく

の実施
じっし

を検討
けんとう

していきます。 

令和
れいわ

４年度
ねんど

予算
よさん

反映
はんえい

 

６ (ｷ) 専門的
せんもんてき

な支援
しえん

を必要
ひつよう

とする方
かた

に対
たい

する地域
ちいき

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

強度
きょうど

行動障
こうどうしょう

がい＊３や高次脳
こうじのう

機能障
きのうしょう

がい＊４など、専門的
せんもんてき

な

支援
しえん

が必要
ひつよう

となる障
しょう

がい者
しゃ

であっても、仲間
なかま

や地域
ちいき

の人
ひと

たちと

のつながりの中
なか

で生活
せいかつ

することができるよう、グループホームや

日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

において専門的
せんもんてき

支援
しえん

が提供
ていきょう

できる必要
ひつよう

な人材
じんざい

育成等
いくせいとう

を行
おこな

います。 

(ｷ) 専門的
せんもんてき

な支援
しえん

を必要
ひつよう

とする方
かた

に対
たい

する地域
ちいき

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

強度行動障
きょうどこうどうしょう

がいや高次脳
こうじのう

機能障
きのうしょう

がいなど、専門的
せんもんてき

な支援
しえん

が

必要
ひつよう

となる障
しょう

がい者
しゃ

であっても、地域
ちいき

の仲間
なかま

たちとのつながり

の中
なか

で生活
せいかつ

することができるよう、グループホームや日中
にっちゅう

活動
かつどう

事業所
じぎょうしょ

において専門的
せんもんてき

支援
しえん

が提供
ていきょう

できる必要
ひつよう

な人材
じんざい

育成等
いくせいとう

を

行
おこな

います。 

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい

 

 

市町村
しちょうそん

意見
いけん

 

７ (ｸ) ケアラーへの支援
しえん

 

障
しょう

がい者等
しゃとう

の介護
かいご

をしている家族等
かぞくとう

（ケアラー）の社会的
しゃかいてき

な

孤立
こりつ

が問題
もんだい

となっています。また、近年
きんねん

は、ヤングケアラーと呼
よ

ばれる子
こ

どもたちの存在
そんざい

も明
あき

らかになってきており、こうしたケ

アラーが、地域
ちいき

で孤立
こりつ

することなく、自分
じぶん

の希望
きぼう

する人生
じんせい

や日々
ひ び

の暮
く

らしが送
おく

れるよう支援
しえん

することが必要
ひつよう

です。 

県
けん

では、障
しょう

がい福祉
ふくし

だけでなく、関係
かんけい

分野
ぶんや

と連携
れんけい

して、ケア

ラーの負担
ふたん

の軽減
けいげん

を図
はか

り、地域
ちいき

での自立
じりつ

した生活
せいかつ

を継続
けいぞく

するこ

とができるよう必要
ひつよう

な支援
しえん

を行
おこな

います。 

  

（記載
きさい

追加
ついか

） 

県議会
けんぎかい

常任
じょうにん

委員会
いいんかい

 



７ (ｻ) 障
しょう

がい福祉
ふくし

人材
じんざい

の確保
かくほ

、育成
いくせい

及
およ

び定着
ていちゃく

 

障
しょう

がい者
しゃ

の重度化
じゅうどか

・高齢化
こうれいか

が進
すす

む中
なか

においても、将来
しょうらい

にわ

たって安定的
あんていてき

に障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

を提供
ていきょう

し、様々
さまざま

な障
しょう

が

い福祉
ふくし

に関
かん

する事業
じぎょう

を実施
じっし

していくためには、提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
かくほ

と併
あわ

せて、それを担
にな

う人材
じんざい

の確保
かくほ

、育成
いくせい

及
およ

び定着
ていちゃく

を図
はか

る必要
ひつよう

があります。 

そこで、若
わか

い世代
せだい

を含
ふく

むあらゆる層
そう

に対
たい

して、障
しょう

がい福祉
ふくし

の

現場
げんば

が働
はたら

きがいのある魅力的
みりょくてき

な職場
しょくば

であることを周知
しゅうち

・広報
こうほう

す

るとともに、専門性
せんもんせい

を高
たか

めるための研修
けんしゅう

を実施
じっし

するなど、障
しょう

がい福祉
ふくし

を担
にな

う人材
じんざい

の確保
かくほ

、育成
いくせい

及
およ

び定着
ていちゃく

に向
む

け、教育
きょういく

機関
きかん

などの関係
かんけい

機関
きかん

と協 力
きょうりょく

しながら取
と

り組
く

んでいきます。 

(ｺ) 障
しょう

がい福祉
ふくし

人材
じんざい

の確保
かくほ

 

障
しょう

がい者
しゃ

の重度化
じゅうどか

・高齢化
こうれいか

が進
すす

む中
なか

においても、将来
しょうらい

にわ

たって安定的
あんていてき

に障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

を提供
ていきょう

し、様々
さまざま

な障
しょう

が

い福祉
ふくし

に関
かん

する事業
じぎょう

を実施
じっし

していくためには、提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
かくほ

と併
あわ

せて、それを担
にな

う人材
じんざい

を確保
かくほ

していく必要
ひつよう

があります。 

このため、専門性
せんもんせい

を高
たか

めるための研修
けんしゅう

の実施
じっし

、障
しょう

がい福祉
ふくし

の現場
げんば

が働
はたら

きがいのある魅力的
みりょくてき

な職場
しょくば

であることの周知
しゅうち

・

広報等
こうほうとう

に、関係
かんけい

機関
きかん

と協 力
きょうりょく

しながら取
と

り組
く

んでいきます。 

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい
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自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

 



８ (ｼ) 障
しょう

がい者
しゃ

の社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

 

障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

における社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するためには、障
しょう

がい者
しゃ

の多様
たよう

なニーズを踏
ふ

まえた支援
しえん

が必要
ひつよう

です。 

県
けん

では、障
しょう

がい者
しゃ

がライフステージに応
おう

じて、その人
ひと

らしい

働
はたら

き方
かた

を選択
せんたく

できるよう、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

とともに、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への支援
しえん

の充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

みます。 

また、障
しょう

がい者
しゃ

が、学校
がっこう

卒業後
そつぎょうご

も生涯
しょうがい

を通
つう

じて文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

やスポーツ等
とう

に触
ふ

れることができる機会
きかい

の提供
ていきょう

、充実
じゅうじつ

を

図
はか

ります。 

特
とく

に、文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

については、障害者
しょうがいしゃ

による文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

30年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

47号
ごう

）を踏
ふ

まえ、

障
しょう

がい者
しゃ

が文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

を享受
きょうじゅ

鑑賞
かんしょう

し、又
また

は創造
そうぞう

や発表等
はっぴょうとう

の

多様
たよう

な活動
かつどう

に参加
さんか

する機会
きかい

の確保等
かくほとう

を通
つう

じて、障
しょう

がい者
しゃ

の個性
こせい

や能力
のうりょく

の発揮
はっき

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

を図
はか

っていきます。 

(ｻ) 障
しょう

がい者
しゃ

の社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

 

障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

における社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するためには、障
しょう

がい者
しゃ

の多様
たよう

なニーズを踏
ふ

まえた支援
しえん

が必要
ひつよう

です。 

（記載
きさい

追加
ついか

） 

 

 

 

 

特
とく

に、障害者
しょうがいしゃ

による文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

30 年法律
ねんほうりつ

第
だい

47 号
ごう

）を踏
ふ

まえ、障
しょう

がい者
しゃ

が文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

を

享受
きょうじゅ

鑑賞
かんしょう

し、又
また

は創造
そうぞう

や発表等
はっぴょうとう

の多様
たよう

な活動
かつどう

に参加
さんか

する機会
きかい

の確保等
かくほとう

を通
つう

じて、障
しょう

がい者
しゃ

の個性
こせい

や能力
のうりょく

の発揮
はっき

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

を図
はか

っていきます。 

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい
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障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  エ 障
しょう

がい者虐待
ものぎゃくたい

の防止
ぼうし

及
およ

び差別
さべつ

解消
かいしょう

の推進
すいしん

 

９ (ｲ) 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

 

そうした中
なか

、令和
れいわ

３年
ねん

６月
がつ

に障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

が改正
かいせい

さ

れ、民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

への合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

が義務化
ぎ む か

されました（公布
こうふ

の日
ひ

から３年
ねん

を超
こ

えない範囲内
はんいない

において政令
せいれい

で定
さだ

める日
ひ

から施行
せこう

）。

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

は、障
しょう

がいの特性
とくせい

や社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

が求
もと

められ

る状 況
じょうきょう

によって異
こと

なる多様
たよう

かつ個別性
こべつせい

の高
たか

いものであり、

双方
そうほう

の建設的
けんせつてき

対話
たいわ

による相互
そうご

理解
りかい

を通
つう

じて柔軟
じゅうなん

に対応
たいおう

すること

が求
もと

められます。このため、当事者
とうじしゃ

を含
ふく

めた県民
けんみん

や民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

等
とう

の理解
りかい

の更
さら

なる促進
そくしん

を図
はか

るとともに、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

や、ともに生
い

きる社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた対話
たいわ

が促進
そくしん

されるよう働
はたら

きかけを行
おこな

い、障
しょう

がい者差別
しゃさべつ

の解消
かいしょう

に引
ひ

き続
つづ

き取
と

り組
く

みま

す。 

(ｲ) 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

 

そうした中
なか

、令和
れいわ

３年
ねん

６月
がつ

に障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

が改正
かいせい

さ

れ、民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

への合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

が義務化
ぎ む か

されました（公布
こうふ

の日
ひ

から３年
ねん

を超
こ

えない範囲内
はんいない

において政令
せいれい

で定
さだ

める日
ひ

から施行
せこう

）。 

 （記載
きさい

追加
ついか

） 

 

 

これを踏
ふ

まえ、当事者
とうじしゃ

を含
ふく

めた県民
けんみん

や民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

等
とう

の理解
りかい

の更
さら

なる促進
そくしん

を図
はか

るとともに、障
しょう

がい者差別
しゃさべつ

の解消
かいしょう

に引
ひ

き続
つづ

き取
と

り組
く

みます。 

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい
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２ 令和
れいわ

５年度
ねんど

の成果
せいか

目標
もくひょう

の設定
せってい

 

 (1) 福祉
ふくし

施設
しせつ

の入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

 

  ＜取組
とりくみ

による成果
せいか

＞ 

14 ○ グループホーム等
とう

の職員
しょくいん

を対象
たいしょう

に、強度
きょうど

行動障
こうどうしょう

がい支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

や喀痰
かくたん

吸引等研修
きゅういんとうけんしゅう

を実施
じっし

し、令和
れいわ

２年度
ねんど

末
まつ

における

研修
けんしゅう

修了者数
しゅうりょうしゃすう

の累計
るいけい

は、強度
きょうど

行動障
こうどうしょう

がい支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

（基礎
き そ

研修
けんしゅう

）が3,594名
めい

、同
どう

（実践
じっせん

研修
けんしゅう

）が1,128名
めい

、喀痰
かくたん

吸引等研修
きゅういんとうけんしゅう

が2,232名
めい

（平成
へいせい

29年度
ねんど

～令和
れいわ

２年度
ねんど

の累計
るいけい

）とな

っています。 

（記載
きさい

追加
ついか

） パブコメ60 



  ＜課題
かだい

＞ 

14 （第
だい

５期
き

計画
けいかく

における地域
ちいき

生活
せいかつ

移行者
いこうしゃ

の移行後
い こ う ご

の住
す

まいの場
ば

） 

家庭
かてい

復帰
ふっき

 27人 (15.4%) 

 

家庭
かてい

復帰
ふっき

 25人 (14.3%) 

市町村
しちょうそん

訂正
ていせい

 

  ＜成果
せいか

目標
もくひょう

＞ 

15 令和元
れいわがん

年度末時点
ねんどまつじてん

の施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

（4,818人
にん

）のうち地域
ちいき

生活
せいかつ

に

移行
いこう

する人
ひと

の数
かず

 

令和元
れいわがん

年度末時点
ねんどまつじてん

の施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

（4,821人
にん

）のうち地域
ちいき

生活
せいかつ

に

移行
いこう

する人
ひと

の数
かず

 

市町村
しちょうそん

訂正
ていせい

 

16 令和元
れいわがん

年度末時点
ねんどまつじてん

の施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

（4,818人
にん

）に対
たい

する減少数
げんしょうすう

 令和元
れいわがん

年度末時点
ねんどまつじてん

の施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

（4,821人
にん

）に対
たい

する減少数
げんしょうすう

 市町村
しちょうそん

訂正
ていせい

 

  ＜目標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

＞ 

16 （当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

の推進
すいしん

） 

○ 「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」の基本
きほん

となる意思
い し

決定
けってい

支援
しえん

の考
かんが

え方
かた

を

県内
けんない

の事業所等
じぎょうしょとう

に広
ひろ

げていくため、担
にな

い手
て

の養成
ようせい

を行
おこな

うとと

もに、アドバイザーの派遣
はけん

や県版
けんばん

ガイドラインの作成等
さくせいとう

により

事業者
じぎょうしゃ

が行
おこな

う意思
い し

決定
けってい

支援
しえん

を促進
そくしん

します。 

○ 県立
けんりつ

施設
しせつ

において、居室
きょしつ

施錠等
せじょうとう

の廃止
はいし

に向
む

けて職員
しょくいん

の意識
いしき

改革
かいかく

を図
はか

るとともに、利用者
りようしゃ

一人
ひとり

ひとりに応
おう

じた施設
しせつ

の改修
かいしゅう

を

行
おこな

います。 

○ 県立
けんりつ

施設
しせつ

については、地域
ちいき

の事業所
じぎょうしょ

との連携
れんけい

により施設外
しせつがい

の

活動
かつどう

の場
ば

を確保
かくほ

するなど、日中
にっちゅう

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、

地域
ちいき

での様々
さまざま

な体験
たいけん

や経験
けいけん

の機会
きかい

を確保
かくほ

しながら入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を後押
あとお

ししていきます。 

（当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

の推進
すいしん

） 

○ 「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」の基本
きほん

となる意思
い し

決定
けってい

支援
しえん

の考
かんが

え方
かた

を、県内
けんない

の事業所等
じぎょうしょとう

に広
ひろ

げていきます。 

 （記載
きさい

追加
ついか

） 

 

 

 

 

○ 県立
けんりつ

施設
しせつ

については、地域
ちいき

の事業所
じぎょうしょ

との連携
れんけい

により、地域
ちいき

で

の様々
さまざま

な体験
たいけん

や経験
けいけん

の機会
きかい

を確保
かくほ

しながら入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を後押
あとお

ししていきます。 

令和
れいわ

４年度
ねんど

予算
よさん

反映
はんえい

 

 

パブコメ４ 



16 （グループホーム等
とう

の充実
じゅうじつ

） 

○ 「障害者
しょうがいしゃ

グループホーム等
とう

サポートセンター」における、グ

ループホームの開設
かいせつ

を検討
けんとう

している法人等
ほうじんとう

への助言
じょげん

や、グルー

プホーム等
とう

の整備
せいび

・運営
うんえい

に係
かか

る費用
ひよう

の補助等
ほじょとう

の支援
しえん

を通
つう

じ、

市町村
しちょうそん

と協 力
きょうりょく

して、グループホームの設置
せっち

・利用
りよう

の促進
そくしん

とサ

ービスの充実
じゅうじつ

を継続
けいぞく

して図
はか

っていきます。特
とく

に、課題
かだい

である

重度障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

に向
む

けて、バリアフリー化
か

工事
こうじ

に係
かか

る費用
ひよう

の補助
ほじょ

など、重度障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

の受入
うけい

れが可能
かのう

なグ

ループホームの整備
せいび

に向
む

けた支援
しえん

に引
ひ

き続
つづ

き取
と

り組
く

みます。 

（グループホーム等
とう

の充実
じゅうじつ

） 

○ 「障害者
しょうがいしゃ

グループホーム等
とう

サポートセンター」における、グ

ループホームの開設
かいせつ

を検討
けんとう

している法人等
ほうじんとう

への助言
じょげん

や、グルー

プホーム等
とう

の運営費
うんえいひ

の補助等
ほじょとう

の支援
しえん

を通
つう

じ、市町村
しちょうそん

と協 力
きょうりょく

し

て、グループホームの設置
せっち

・利用
りよう

の促進
そくしん

とサービスの充実
じゅうじつ

を

継続
けいぞく

して図
はか

っていきます。特
とく

に、課題
かだい

である重度障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

の

地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

に向
む

けて、重度障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

の受入
うけい

れが可能
かのう

なグ

ループホームの整備
せいび

に向
む

けた支援
しえん

に引
ひ

き続
つづ

き取
と

り組
く

みます。 

パブコメ 68 

17 （グループホーム等
とう

の充実
じゅうじつ

） 

○ 県立
けんりつ

施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を促進
そくしん

するため、

入所者
にゅうしょしゃ

を受
う

け入
い

れるグループホームについて、受入
うけいれ

体制
たいせい

の整備
せいび

を支援
しえん

します。 

 

（記載
きさい

追加
ついか

） 

令和
れいわ

４年度
ねんど

予算
よさん

反映
はんえい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 (2) 精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

 

  ＜課題
かだい

＞ 

20 ○ 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

においては、地域
ちいき

における精神
せいしん

保健
ほけん

医療
いりょう

福祉
ふくし

体制
たいせい

の基盤
きばん

整備
せいび

状 況
じょうきょう

を評価
ひょうか

する指標
しひょう

として、新
あら

たに

「精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の精神
せいしん

病 床
びょうしょう

から退院後
たいいんご

１年
ねん

以内
いない

の地域
ちいき

におけ

る平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

」に係
かか

る成果
せいか

目標
もくひょう

を設定
せってい

することとされてい

ます。 

  なお、厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

の調査
ちょうさ

によると、平成
へいせい

30年度
ねんど

に精神
せいしん

病 床
びょうしょう

を退院
たいいん

した患者
かんじゃ

の退院後
たいいんご

１年
ねん

以内
いない

の地域
ちいき

における平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

の実績
じっせき

は 330日
にち

で、全国
ぜんこく

平均
へいきん

の 326日
にち

を上回
うわまわ

っていま

す。 

（記載
きさい

追加
ついか

） （本県
ほんけん

の

現状
げんじょう

を

追記
ついき

） 

  ＜成果目標＞ 

20 ア 精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の精神
せいしん

病 床
びょうしょう

から退院後
たいいんご

１年
ねん

以内
い な い

の地域
ち い き

における

平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

 

成果
せいか

目標
もくひょう

 （平成
へいせい

30年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目標
もくひょう

 

退院後
たいいんご

１年
ねん

以内
い な い

の

地域
ち い き

における平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

 

３３０日
にち

 ３３０日
にち

以上
いじょう

 

 

ア 精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の精神
せいしん

病 床
びょうしょう

から退院後
たいいんご

１年
ねん

以内
い な い

の地域
ち い き

における

平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

 

成果
せいか

目標
もくひょう

 （平成
へいせい

28年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目標
もくひょう

 

退院後
たいいんご

１年
ねん

以内
い な い

の

地域
ち い き

における平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

 

３２２日
にち

 ３２２日
にち

以上
いじょう

 

 

（国
くに

の調査
ちょうさ

方法
ほうほう

の見直
みなお

しに伴
ともな

い、

実績値
じっせきち

及
およ

び

目標値
もくひょうち

を

修正
しゅうせい

） 

 

 

 

 

 

 



 ＜目標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

＞ 

22 （精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステム） 

○ 「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

」につ

いて、保健
ほけん

・医療
いりょう

・福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

による「協議
きょうぎ

の場
ば

」を活用
かつよう

し、ピ

アサポーターなど当事者
とうじしゃ

の参画
さんかく

を進
すす

めながら、長期
ちょうき

入院
にゅういん

患者
かんじゃ

の

状 況
じょうきょう

把握
はあく

や地域
ちいき

課題
かだい

の共有
きょうゆう

を 行
おこな

うほか、市町村
しちょうそん

の 障
しょう

がい

福祉
ふくし

主管課等
しゅかんかとう

と医療
いりょう

機関
きかん

との連携
れんけい

を支援
しえん

するなど、支援
しえん

体制
たいせい

づく

りを進
すす

めます。 

（精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステム） 

○ 「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

」につ

いて、保健
ほけん

・医療
いりょう

・福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

による「協議
きょうぎ

の場
ば

」を活用
かつよう

し、長期
ちょうき

入院
にゅういん

患者
かんじゃ

の状 況
じょうきょう

把握
はあく

や地域
ちいき

課題
かだい

の共有
きょうゆう

を行
おこな

うほか、市町村
しちょうそん

の 障
しょう

がい福祉
ふくし

主管課等
しゅかんかとう

と医療
いりょう

機関
きかん

との連携
れんけい

を支援
しえん

するなど、

支援
しえん

体制
たいせい

づくりを進
すす

めます。 

パブコメ
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 (3) 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点等
きょてんとう

が有
ゆう

する機能
きのう

の充実
じゅうじつ

 

  ＜課題
かだい

＞ 

25 また、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点等
きょてんとう

を整備済
せ い び ず

みの市町村
しちょうそん

についても、そ

の機能
きのう

の充実
じゅうじつ

及
およ

び適切
てきせつ

な運用
うんよう

のため、地域
ちいき

のニーズや課題
かだい

に応
こた

え

られているか、必要
ひつよう

な機能
きのう

の水準
すいじゅん

を満
み

たしているかという観点
かんてん

で、継続
けいぞく

して運用
うんよう

状 況
じょうきょう

を確認
かくにん

するための取組
とりくみ

が必要
ひつよう

です。 

また、整備済
せ い び ず

みの市町村
しちょうそん

についても、その機能
きのう

の充実
じゅうじつ

及
およ

び適切
てきせつ

な運用
うんよう

のため、運用
うんよう

状 況
じょうきょう

を確認
かくにん

するための取組
とりくみ

が必要
ひつよう

です。 

県議会
けんぎかい

特別
とくべつ

委員会
いいんかい

 

 ＜目標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

＞ 

26 （基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター等
とう

の設置
せっち

促進
そくしん

） 

○ また、地域
ちいき

の様々
さまざま

なニーズに対応
たいおう

できるサービス提供
ていきょう

体制
たいせい

の

確保
かくほ

や、地域
ちいき

の社会
しゃかい

資源
しげん

の連携
れんけい

体制
たいせい

の構築等
こうちくとう

を行
おこな

う「地域
ちいき

の

体制
たいせい

づくり」の機能
きのう

を担
にな

うことが想定
そうてい

される基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

セン

ター＊15等
とう

の設置
せっち

を促進
そくしん

していきます。 

（基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター等
とう

の設置
せっち

促進
そくしん

） 

○ また、「地域
ちいき

の体制
たいせい

づくり」の機能
きのう

を担
にな

うことが想定
そうてい

される

基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター＊15等
とう

の設置
せっち

を促進
そくしん

していきます。 
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 (4) 福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行等
いこうとう

 

  ＜現状
げんじょう

及
およ

びこれまでの取組
とりくみ

＞ 

27 一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への支援
しえん

について、県
けん

では、国
くに

の制度
せいど

に基
もと

づき、

障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センター＊19を設置
せっち

して障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

ごとの広域的
こういきてき

な就労
しゅうろう

支援
しえん

ネットワークの充実
じゅうじつ

を図
はか

ると

ともに、特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

とも連携
れんけい

し、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

及
およ

び就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

の強化
きょうか

に取
と

り組
く

んできました。 

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への支援
しえん

について、県
けん

では、国
くに

の制度
せいど

に基
もと

づき、

障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センターを設置
せっち

して障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

ごとの広域的
こういきてき

な就労
しゅうろう

支援
しえん

ネットワークの充実
じゅうじつ

を図
はか

り、

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

及
およ

び就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

の強化
きょうか

に取
と

り組
く

んできました。 

県議会
けんぎかい

特別
とくべつ

委員会
いいんかい

 

  ＜課題
かだい

＞ 

28 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

においては、就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業
じぎょう

だけでなく、

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

事業
じぎょう

についても、成果
せいか

目標
もくひょう

を設定
せってい

して評価
ひょうか

するこ

ととされています。また、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

＊17への定着
ていちゃく

も重要
じゅうよう

である

ことから、就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

事業
じぎょう

の利用者数
りようしゃすう

に係
かか

る成果
せいか

目標
もくひょう

を

設定
せってい

することとされています。 

（記載
きさい

追加
ついか

） 県議会
けんぎかい

特別
とくべつ

委員会
いいんかい

 

  ＜成果
せいか

目標
もくひょう

＞ 

28 ア 福祉
ふくし

施設
しせつ

利用者
りようしゃ

の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行者数
いこうしゃすう

 

  １，３９８人
にん

 

ア 福祉
ふくし

施設
しせつ

利用者
りようしゃ

の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行者数
いこうしゃすう

 

  １，３９３人
にん

 

市町村
しちょうそん

訂正
ていせい

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ＜目標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

＞ 

30 （障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センター＊19における支援
しえん

） 

○ 特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

の卒業生
そつぎょうせい

が安心
あんしん

して働
はたら

き続
つづ

けることができる

よう、障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センターが、特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

主体
しゅたい

の職場
しょくば

訪問
ほうもん

に同行
どうこう

し、職場
しょくば

定着
ていちゃく

に向
む

けた支援
しえん

を実施
じっし

する

ほか、圏域
けんいき

ごとに特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

との連絡会
れんらくかい

を開催
かいさい

し、個別
こべつ

事例
じれい

に関
かん

する支援
しえん

の検討
けんとう

などを行
おこな

います。 

 

（記載
きさい

追加
ついか

） 

県議会
けんぎかい

特別
とくべつ

委員会
いいんかい

 

 (5) 障
しょう

がい児支援
じ し え ん

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備等
せいびとう

 

  ＜課題
かだい

＞ 

33 重 症 心 身 障
じゅうしょうしんしんしょう

がい児
じ

や医療的
いりょうてき

ケア児
じ

などの介護
かいご

をしている

家族等
かぞくとう

（ケアラー）が地域
ちいき

で孤立
こりつ

することなく、自分
じぶん

の希望
きぼう

する

人生
じんせい

や日々
ひ び

の暮
く

らしが送
おく

れるよう支援
しえん

する必要
ひつよう

があります。 

（記載
きさい

追加
ついか

） 県議会
けんぎかい

常任
じょうにん

委員会
いいんかい

 

33 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、新
あら

たに、都道府県
とどうふけん

に「難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

のための

中核的
ちゅうかくてき

機能
きのう

の確保
かくほ

」が求
もと

められています。難聴児
なんちょうじ

及
およ

びその家族
かぞく

に

対
たい

する支援
しえん

については、保健
ほけん

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

、教育
きょういく

、当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

な

ど様々
さまざま

な関係者
かんけいしゃ

が、それぞれの立場
たちば

から関
かか

わっているところであ

り、切
き

れ目
め

のない支援
しえん

を受
う

けられるようにする体制
たいせい

の整備
せいび

が必要
ひつよう

で

す。 

国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、新
あら

たに、都道府県
とどうふけん

に「難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

のための

中核的
ちゅうかくてき

機能
きのう

の確保
かくほ

」が求
もと

められています。聴 覚 障
ちょうかくしょう

がいについて

は、早期
そうき

に発見
はっけん

され適切
てきせつ

な支援
しえん

が行
おこな

われた場合
ばあい

には、音声
おんせい

言語
げんご

発達等
はったつとう

への影響
えいきょう

が最小限
さいしょうげん

に抑
おさ

えられることから、新生児
しんせいじ

聴覚
ちょうかく

検査
けんさ

から療育
りょういく

までを遅滞
ちたい

なく円滑
えんかつ

に実施
じっし

するとともに、難聴児
なんちょうじ

及
およ

びその家族
かぞく

への切
き

れ目
め

のない支援
しえん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るための体制
たいせい

の整備
せいび

が必要
ひつよう

です。 

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい

 

 

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

 

 

 

 

 

 



  ＜目標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

＞ 

35 （障
しょう

がい児
じ

の発達
はったつ

段階
だんかい

に応
おう

じたサービスの提供
ていきょう

） 

○ 障
しょう

がい児
じ

に対
たい

して指導
しどう

訓練等
くんれんとう

の支援
しえん

を行
おこな

う児童
じどう

発達
はったつ

支援等
しえんとう

を提供
ていきょう

するとともに、居宅
きょたく

介護
かいご

、短期
たんき

入所等
にゅうしょとう

を提供
ていきょう

し、障
しょう

がい児
じ

が身近
みじか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な支援
しえん

を切
き

れ目
め

なく受
う

けられる体制
たいせい

の

充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。また、障
しょう

がい児
じ

の発達
はったつ

段階
だんかい

に応
おう

じて、

保育所等訪問
ほいくしょとうほうもん

支援
しえん

及
およ

び放課後等
ほうかごとう

デイサービス等
とう

の適切
てきせつ

な支援
しえん

を

提供
ていきょう

します。 

（障
しょう

がい児
じ

の発達
はったつ

段階
だんかい

に応
おう

じたサービスの提供
ていきょう

） 

○ 障
しょう

がい児
じ

に対
たい

して指導
しどう

訓練等
くんれんとう

の支援
しえん

を行
おこな

う児童
じどう

発達
はったつ

支援等
しえんとう

を提供
ていきょう

するとともに、居宅
きょたく

介護
かいご

、短期
たんき

入所等
にゅうしょとう

を提供
ていきょう

し、障
しょう

がい児
じ

が身近
みじか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けられる体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。また、障
しょう

がい児
じ

の発達
はったつ

段階
だんかい

に応
おう

じて、保育所等訪問
ほいくしょとうほうもん

支援
しえん

及
およ

び放課後等
ほうかごとう

デイサービス等
とう

の適切
てきせつ

な支援
しえん

を提供
ていきょう

します。 
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35 （在宅
ざいたく

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

） 

○ 重 症 心 身 障
じゅうしょうしんしんしょう

がい児
じ

や医療的
いりょうてき

ケア児
じ

などの介護
かいご

をしている

家族等
かぞくとう

（ケアラー）のレスパイト（休息
きゅうそく

）のための支援
しえん

など、

関係
かんけい

分野
ぶんや

とも連携
れんけい

して、ケアラーの負担
ふたん

軽減
けいげん

を図
はか

り、地域
ちいき

での

自立
じりつ

した生活
せいかつ

を継続
けいぞく

できるよう支援
しえん

を行
おこな

います。 

 

（記載
きさい

追加
ついか

） 

県議会
けんぎかい

常任
じょうにん

委員会
いいんかい

 



36 （医療的
いりょうてき

ケア児
じ

への支援
しえん

） 

○ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

やその家族等
かぞくとう

への切
き

れ目
め

のない支援
しえん

をするため、

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

として「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

センター（仮称
かしょう

）」を

令和
れいわ

４年度中
ねんどちゅう

に設置
せっち

し、市町村
しちょうそん

、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

の専門的
せんもんてき

知見
ちけん

を有
ゆう

する社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

や神奈川
か な が わ

県立
けんりつ

こども医療
いりょう

センター等
とう

と連携
れんけい

して、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の家族等
かぞくとう

からの相談
そうだん

に対応
たいおう

していき

ます。 

○ 県立
けんりつ

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

において医療的
いりょうてき

ケア児
じ

が安全
あんぜん

に学
まな

ぶことが

できる環境
かんきょう

を整備
せいび

するとともに、その家族等
かぞくとう

の負担
ふたん

を軽減
けいげん

する

ため、福祉
ふくし

車両等
しゃりょうなど

を活用
かつよう

した通学
つうがく

支援
しえん

を行
おこな

います。 

（医療的
いりょうてき

ケア児
じ

への支援
しえん

） 

○ 「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

センター」については、計画期間中
けいかくきかんちゅう

、

早期
そうき

の設置
せっち

を目指
め ざ

して、市町村
しちょうそん

、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

の専門的
せんもんてき

知見
ちけん

を有
ゆう

する社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

や神奈川
か な が わ

県立
けんりつ

こども医療
いりょう

センター、

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の家族等
かぞくとう

と意見
いけん

交換
こうかん

を行
ぎょう

い、検討
けんとう

を進
すす

めます。 

 

（記載
きさい

追加
ついか

） 

令和
れいわ

４年度
ねんど

予算
よさん

反映
はんえい
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36 （難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

の体制
たいせい

の構築
こうちく

） 

○ 難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

の中核的
ちゅうかくてき

機能
きのう

を有
ゆう

する体制
たいせい

の構築
こうちく

に向
む

けて、

保健
ほけん

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

、教育等
きょういくとう

の関係
かんけい

機関
きかん

や当事者
とうじしゃ

団体等
だんたいとう

と連携
れんけい

し、意見
いけん

を伺
うかが

いながら検討
けんとう

を進
すす

めます。 

（難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

の体制
たいせい

の構築
こうちく

） 

○ 難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

の中核的
ちゅうかくてき

機能
きのう

を有
ゆう

する体制
たいせい

の構築
こうちく

に向
む

けて、

福祉
ふくし

、医療
いりょう

、教育等
きょういくとう

の関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

するとともに、当事者
とうじしゃ

団体等
だんたいとう

から意見
いけん

を聴
き

き、検討
けんとう

を進
すす

めます 

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 (6) 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

・強化等
きょうかとう

 

  ＜現状
げんじょう

及
およ

びこれまでの取組
とりくみ

＞ 

37 ○ 本県
ほんけん

では、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

＊10によらずにサービス等利用
とうりよう

計画等
けいかくとう

を作成
さくせい

する方
かた

の割合
わりあい

（セルフプラン率
りつ

）が高
たか

止
と

まりして

いることなどから、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の人数
にんずう

が不足
ふそく

していると考
かんが

えられます。また、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の多
おお

くが相談
そうだん

業務
ぎょうむ

と直接
ちょくせつ

支援
しえん

業務
ぎょうむ

を兼務
けんむ

しているため、相談
そうだん

業務
ぎょうむ

の十分
じゅうぶん

な経験
けいけん

を積
つ

むこ

とが難
むずか

しく、複雑化
ふくざつか

・複合化
ふくごうか

する支援
しえん

のニーズに応
こた

えるための

力量
りきりょう

や資質
ししつ

に不安
ふあん

を抱
かか

える相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

が少
すく

なくない

状 況
じょうきょう

があります。 

○ 本県
ほんけん

では、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

によらずにサービス等利用
とうりよう

計画等
けいかくとう

を作成
さくせい

する方
かた

の割合
わりあい

（セルフプラン率
りつ

）が高
たか

止
と

まりしているこ

となどから、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の 人数
にんずう

が不足
ふそく

していると考
かんが

えら

れます。また、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の多
おお

くが相談
そうだん

業務
ぎょうむ

と直接
ちょくせつ

支援
しえん

業務
ぎょうむ

とを兼務
けんむ

しているため、相談
そうだん

業務
ぎょうむ

の十分
じゅうぶん

な経験
けいけん

を積
つ

むこ

とが難
むずか

しく、力量
りきりょう

や資質
ししつ

に不安
ふあん

を抱
かか

える相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

が

少
すく

なくない状 況
じょうきょう

があります。 

市町村
しちょうそん

 

３ 各年度
かくねんど

における指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の必要量
ひつようりょう

の見込
み こ

み 

42 

～

53 

（指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の見込
み こ

み量
りょう

を記載
きさい

）  （一部
いちぶ

の項目
こうもく

は調査中
ちょうさちゅう

） － 

４ 指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
かくほ

 

 (1) 指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の見通
みとお

し 

54 

～

58 

（障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の見通
みとお

しのグラフを記載
きさい

） 

 

 

（一部
いちぶ

の項目
こうもく

は調査中
ちょうさちゅう

） － 

 

 

 

 



(2) 指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の見込量
みこみりょう

の確保
かくほ

のための方策
ほうさく

 

59 ウ 重度障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

に対応
たいおう

したグループホームの確保等
かくほとう

 

地域
ちいき

における重要
じゅうよう

な住
す

まいの場
ば

であるグループホームの設置
せっち

は進
すす

んでいますが、重度障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるグルー

プホームの確保
かくほ

が必要
ひつよう

です。そのため、「障害者
しょうがいしゃ

グループホー

ム等
とう

サポートセンター」においては、グループホームの設置
せっち

を

検討
けんとう

する法人等
ほうじんとう

に対
たい

し、グループホームの設置
せっち

・運営
うんえい

に関
かん

する

助言等
じょげんとう

を行
おこな

うとともに、職員
しょくいん

の支援
しえん

技術
ぎじゅつ

向上
こうじょう

のための研修
けんしゅう

を実施
じっし

しています。 

また、県
けん

は、より多
おお

くの人員
じんいん

配置
はいち

や、エレベーター、スロープ

の設置
せっち

といったバリアフリー化
か

を図
はか

るグループホームを市町村
しちょうそん

と

協 調
きょうちょう

して支援
しえん

します。 

さらに、精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ

に対応
たいおう

するグループホームについて

も、精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ

を支援
しえん

する人材
じんざい

の養成等
ようせいとう

により、設置
せっち

を支援
しえん

します。 

ウ グループホームの設置
せっち

促進等
そくしんとう

 

地域
ちいき

における重要
じゅうよう

な住
す

まいの場
ば

であるグループホームの設置
せっち

を促進
そくしん

するため、「障
しょう

がい者
しゃ

グループホーム等
とう

サポートセンタ

ー」において、グループホームの設置
せっち

を検討
けんとう

する法人等
ほうじんとう

に対
たい

し、グループホームの設置
せっち

・運営
うんえい

に関
かん

する助言等
じょげんとう

を行
おこな

うととも

に、職員
しょくいん

の支援
しえん

技術
ぎじゅつ

向上
こうじょう

のための研修
けんしゅう

を実施
じっし

します。 

 

 

また、重度障
じゅうどしょう

がい者等
しゃとう

の受入
うけい

れが可能
かのう

なグループホームの

整備
せいび

を促進
そくしん

するとともに、市町村
しちょうそん

と協 力
きょうりょく

して、グループホー

ムの運営
うんえい

に対
たい

する支援
しえん

を実施
じっし

します。 

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい

 



60 オ 在宅
ざいたく

サービス等
とう

の充実
じゅうじつ

 

医療的
いりょうてき

ケアや、行動障
こうどうしょう

がいのある障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

する在宅
ざいたく

サ

ービスが十分
じゅうぶん

にいきわたっていない現状
げんじょう

があることから、県
けん

は、居宅
きょたく

介護
かいご

事業者
じぎょうしゃ

には、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

の指定
してい

も受
う

け、実際
じっさい

に

サービス提供
ていきょう

も行
おこな

うよう働
はたら

きかけていきます。また、障
しょう

が

いの程度
ていど

や、特性
とくせい

にとらわれず、当事者
とうじしゃ

の意思
い し

に基
もと

づき、地域
ちいき

で

の生活
せいかつ

を継続
けいぞく

できるようにするため、医療型
いりょうがた

短期
たんき

入所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

の開設
かいせつ

の支援
しえん

や、重度障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

を受
う

け入
い

れる通所
つうしょ

事業所等
じぎょうしょとう

の

整備
せいび

について補助
ほじょ

を行
おこな

っていきます。 

このように、障
しょう

がい者
しゃ

のニーズに応
おう

じて、訪問系
ほうもんけい

サービス、

短期
たんき

入所
にゅうしょ

や日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

の確保等
かくほとう

により、在宅
ざいたく

サービスの

充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

オ 在宅
ざいたく

サービス等
とう

の充実
じゅうじつ

 

障
しょう

がい者
しゃ

の意思
い し

に基
もと

づき、家族
かぞく

が高齢
こうれい

になったり、親
おや

が亡
な

く

なったりした後
あと

であっても、地域
ちいき

での生活
せいかつ

を継続
けいぞく

できるよう、

障
しょう

がい者
しゃ

のニーズ及
およ

び実態
じったい

に応
おう

じて、居宅
きょたく

介護
かいご

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

、同行
どうこう

援護
えんご

、行動
こうどう

援護等
えんごとう

の支援
しえん

を行
おこな

うとともに、短期
たんき

入所
にゅうしょ

及
およ

び日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

の確保等
かくほとう

により、在宅
ざいたく

サービスの

量的
りょうてき

・質的
しつてき

充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい

 

61 コ その他
ほか

の方策
ほうさく

 

「障
しょう

がい者地域
ものちいき

生活
せいかつ

サポート事業
じぎょう

」等
とう

を活用
かつよう

し、重度障
じゅうどしょう

が

い者等
しゃとう

の障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の利用
りよう

促進
そくしん

や、サービス提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せいび

促進
そくしん

を市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

して支援
しえん

します。 

 

（記載
きさい

追加
ついか

） 

 

 

パブコメ 22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(3) 指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の従事者
じゅうじしゃ

の確保
かくほ

及
およ

び資質
ししつ

向上
こうじょう

のための方策
ほうさく

 

62 イ サービス提供
ていきょう

に係
かか

る人材
じんざい

の確保
かくほ

・育成
いくせい

 

就 職
しゅうしょく

する際
さい

に一定
いってい

の条件
じょうけん

で返済
へんさい

を免除
めんじょ

する貸付
かしつけ

事業
じぎょう

への

補助等
ほじょとう

を実施
じっし

し、障
しょう

がい福祉
ふくし

を担
にな

う人材
じんざい

の確保
かくほ

を進
すす

めます。ま

た、研修
けんしゅう

を行
おこな

う民間
みんかん

事業所等
じぎょうしょとう

の指定
してい

を通
つう

じて、研修
けんしゅう

の受講
じゅこう

機会
きかい

を確保
かくほ

し、人材
じんざい

の確保
かくほ

に努
つと

めるとともに、一定
いってい

の基準
きじゅん

に基
もと

づく研修
けんしゅう

事業
じぎょう

の指定
してい

や指定
してい

事業所
じぎょうしょ

の指導
しどう

を通
つう

じて、人材
じんざい

の資質
ししつ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

 

（記載
きさい

追加
ついか

） 

パブコメ 133 

５ 各年度
かくねんど

の指定
してい

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

及
およ

び指定
してい

障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設等
しせつとう

の必要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

 

(1) 指定
してい

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

 

65   

年
ねん

 度
ど

 令和
れいわ

３年度
ねんど

 令和
れいわ

４年度
ねんど

 令和
れいわ

５年度
ねんど

 

必要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

 
５，３１４人 ５，２９４人 ５，２７４人 

※ さがみ緑風園
りょくふうえん

については、入所
にゅうしょ

の実態
じったい

を踏
ふ

まえ、定員
ていいん

を令和
れいわ

５年度
ねんど

までに各年度
かくねんど

20名
めい

ずつ削減
さくげん

することを予定
よてい

しています。 

  

（指定
してい

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

の入所
にゅうしょ

定員
ていいん

を調 整 中
ちょうせいちゅう

） 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 



６ 県
けん

の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の実施
じっし

に関
かん

する事項
じこう

 

66 県
けん

は、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の目的
もくてき

や「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」の考
かんが

え方
かた

等
とう

を踏
ふ

まえ、市町村
しちょうそん

の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

との役割
やくわり

分担
ぶんたん

を図
はか

るとと

もに、市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

しながら、障
しょう

がい者
しゃ

が直面
ちょくめん

している「生
い

きに

くさ・暮
く

らしにくさ」という点
てん

から、必要
ひつよう

な方
かた

に必要
ひつよう

なサービスを

提供
ていきょう

していきます。 

県
けん

は、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の目的
もくてき

や「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」の考
かんが

え

方
かた

等
とう

を踏
ふ

まえ、市町村
しちょうそん

の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

との役割
やくわり

分担
ぶんたん

を図
はか

りな

がら、障
しょう

がい者
しゃ

が直面
ちょくめん

している「生
い

きにくさ・暮
く

らしにくさ」と

いう点
てん

から、必要
ひつよう

な方
かた

に必要
ひつよう

なサービスを提供
ていきょう

していきます。 

障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい

 

69 (ｴ) 発達
はったつ

障害
しょうがい

支援
しえん

体制
たいせい

整備
せいび

事業
じぎょう

の見込値
み こ み ち

を修正
しゅうせい

 － 市町村
しちょうそん

 

76 (ｶ) 権利
けんり

擁護
ようご

支援
しえん

 

※ 令和
れいわ

２年度
ねんど

は新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

により、オ

ンライン形式
けいしき

で研修
けんしゅう

を開催
かいさい

したことから、例外的
れいがいてき

に受講者
じゅこうしゃ

が

増加
ぞうか

しています。 

 

（記載
きさい

追加
ついか

） 

社会
しゃかい

福祉審
ふくししん

議会
ぎかい

 

77 ｂ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

コーディネーター養成
ようせい

研修等事業
けんしゅうとうじぎょう

 

※ 令和
れいわ

２年度
ねんど

の実績
じっせき

は、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

に

より実施
じっし

できなかった令和元
れいわがん

年度分
ねんどぶん

を含
ふく

む２か年度分
ねんどぶん

の実績
じっせき

で

す。 

 

（記載
きさい

追加
ついか

） 

社会
しゃかい

福祉審
ふくししん

議会
ぎかい

 

７ 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

ごとの目標値等
もくひょうちとう

 

79

～

91 

（圏域
けんいき

ごとの見込量等
みこみりょうとう

の掲載
けいさい

） 

 

（指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の見込量
みこみりょう

の一部
いちぶ

を調査中
ちょうさちゅう

） － 

 

 

 

 



参考
さんこう

１ 身体
からだ

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

交付者
こうふしゃ

、知的
ちてき

障害児者
しょうがいじしゃ

把握数
はあくすう

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

交付者
こうふしゃ

数等
すうとう

 

93

～

94 

（身体
からだ

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

交付者
こうふしゃ

、知的
ちてき

障害児者
しょうがいじしゃ

把握数
はあくすう

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

交付者
こうふしゃ

数等
すうとう

の表
ひょう

を追加
ついか

） 

 （未記載
み き さ い

） － 

参考
さんこう

２ 用語
ようご

の説明
せつめい

 

95

～ 

100 

（用語
ようご

の説明
せつめい

を追加
ついか

）  （未記載
み き さ い

） 障害者
しょうがいしゃ

施策審
せさくしん

議会
ぎかい

 

 


